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N30a 光学赤外線大学間連携ネットワークによる δ Sct型脈動星 IP Vir の観測
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δ Sct型星はA3から F5辺りのスペクトル型を持つ、主系列星かそれよりやや進化の進んだ恒星で、0.3日より
短い単周期、あるいは複数周期の脈動現象を示す天体である。IP Vir は UBV RI の測光標準星の観測の最中に、
Landolt(1990)により発見された周期 0.066686(13) 日の δ Sct型脈動星である。我々は今年度発足した光学赤外
線大学間連携ネットワークで、2011年 4月 25日から 5月 2日の間、IP Vir のキャンペーン観測を行った。この結
果、U バンドからKsバンドまで、可視光から近赤外のほぼ全領域での光度曲線が得られるという、貴重な観測が
実現した。U,B, V,Rc, Ic, J,H,Ksバンドの全てで脈動が検出され、振幅はそれぞれ 0.15, 0.12, 0.10, 0.07, 0.05,
0.04, 0.03, 0.025 等であり、長波長側ほど振幅が小さかった。また光度の極小時刻について、長波長側ほど遅れる
傾向が見られた。これらは δ Sct型脈動星の典型的な挙動と言える。さらに PDM法により脈動周期を計測して
みると 0.065210(9) 日であり、脈動周期がこの 20年で明確に減少していることが明らかになった。本講演ではこ
れらの IP Vir についての観測結果の他、大学間連携観測ネットワークの狙いや今後の展望についても報告する。


